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ソーシャルマーケティングを用いて、
学生たちと共に社会的価値の創造による課題の解決を目指しています！
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卒業生183名, 在校生67名, 計250名（2014年10月～2025年12月）

多様な健康行動・生物多様性保全行動の促進
（臓器提供意思表示・骨髄バンク登録・朝食摂取・歯科検診・運動・人生会議・睡眠の質向上・市民の一次救命.）



 2015年～19年
臓器提供の意思表示
(YES or NO）促進
(価値観を家族と対話し、
意思決定・表示を促す）

 2021年～
森林保全行動/生物多
様性保全行動の促進

 2022年～
医療のエコ活動

出典：瓜生原 葉子同志社商学 第74巻第2号（2022年9月）

地球資源と同様「限りある医療資源」に優しい行動を自ら始める！

医療のエコ活動とは 医療サービスが将来も必要な人に提供されるために
国民一人一人ができる医療資源にやさしい活動
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同志社の学生が中心となって、
京都の産官学・市民団体をつなぐ！

｀
ヽ

■主催：イオンモールKYOTO 
■共催：同志社大学瓜生原葉子研究室、アステラス製薬株式会社
■共創パートナー：
厚生労働科学研究費補助金I行動科学を基盤とした科学的根拠に基つく臓器·
組織移植啓発モデルの構築に関する研究（瓜生原班）』、
同志社大学‘ノーシャルマーケティンク究センター、
同志社大学サイエンスコミュニケーター養成副専攻、
同志社ミッハチラホ、
京都大学iPS細胞研究所（CiRA)、
京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻、
京エコロシーセンター、公益財団法人日本AED財団、 WAKAZO
一般社団法人PHR普及推進協議会、ヘルシーキャンパス京ネットワーク、
Innovation for NEW HOPE、株式会社島津製作所、株式会社‘ノマノベース、
株式会社予防医療製作所、明治安田生命保険相互会社、
NPO法人献血と骨髄バンクの和を広げる会
■協力：京都府学生献血推進協議会
■後援：京都府、京都市、京都新聞、KBS京都

25の共創・協力団体, 16のブース出展
200名の共創者, 700名以上のご来場者



同志社の学生が中心となって、
京都の産官学・市民団体をつなぐ！

｀
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自助、利他・共助の心が生まれる！思いや行動が連鎖する！

皆に支えられて乗り越えられた！
今度は皆を支えたい！

自分たちの行動が、誰かのため
になることが喜びになった！ 朝ごはん毎日食べるようになった！

エコな行動始めた！

ご来場者の役に立てて
良かった！

学生さんがこんなに頑張っているの
だから、私もエコな行動始めよう！

（ご参加者）

人に寄り添い、共に歩む、
深い慈愛と無限の可能性をそなえた未来を切り拓く力



「医療/環境のエコ活動」を結節点に誰もがwellbeingな社会へ

超エコ活動によるグッド・サイクル

ソーシャルマーケティング
に基づく

意識・行動変容

市民による市民への波及

ソーシャルグッドな行動の増加

次世代を担う学生・
市民の共創

“人とのつながり”
支え・促す

誰もがwellbeingな社会
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